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未来へのギアチェンジ。
みんなで支える公共交通特集

自
家
用
車
に
依
存
し
た

生
活
ス
タ
イ
ル

高
山
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用

者
は
、市
民
の
約
４
％
で
、市
民
の
み
な

さ
ん
の
多
く
が
自
家
用
車
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

意
識
調
査
に
よ
る
と
８
割
以
上
の
市

民
が
１
ヵ
月
間
で
１
度
も
公
共
交
通
を

利
用
し
て
お
ら
ず
自
家
用
車
に
依
存
し

た
生
活
ス
タ
イ
ル
が
主
流
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、65
歳
以
上
の
割
合
を
示
す
高

齢
化
率
は
全
国
平
均
よ
り
高
く
、こ
う

し
た
傾
向
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
予
想

さ
れ
、高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に
｢移
動

制
約
者
｣の
増
加
が
予
測
さ
れ
、公
共
交

通
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

将
来
的
に
必
要
性
増
す

公
共
交
通

意
識
調
査
で
は
、公
共
交
通
の
将
来

に
つ
い
て
、現
状
で
は
市
民
の
約
半
数

が
｢誰
も
困
ら
な
い
｣と
回
答
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、５
年
後
は
ど
う
か
と
な
る

と
｢困
ら
な
い
」と
回
答
す
る
割
合
が
大

き
く
減
少
し
、将
来
の
公
共
交
通
の
必

要
性
を
重
く
考
え
て
い
る
市
民
の
み
な

さ
ん
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、将
来
的
に
公
共
交
通
が
な
く
な

る
と
困
る
と
考
え
、市
民
と
行
政
の
協

働
で
公
共
交
通
を
維
持
す
る
こ
と
を
望

む
声
も
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
を

維
持
す
る
た
め
に

公
共
交
通
を
将
来
的
に
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、利
用
す
る
地
域
が
自
分

た
ち
の
財
産
と
し
て
考
え
、積
極
的
に

利
用
し
、支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。ま
ず
は
地
域
の
公
共
交
通
の
現
状

を
知
り
、そ
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、利
用
者
を
増
や
す
こ
と
が
、公
共

交
通
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、環
境
保
全
の
面
か
ら
も
普

段
は
自
動
車
通
勤
の
方
も
ぜ
ひ
公
共
交

通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

公共交通の在り方については、市民が参画してのグル
ープワークも行われ協議を重ねてきました
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●どのように公共交通を維持すべきですか？
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全回答者
交通不便者

（％）

利用者減少で維持困難なら
なくなっても仕方ない

行政のさらなる財政負担で
維持すればよい

利用地域の自治会等で費用
一部負担して維持すればよい
利用者の負担を大きくして

維持すればよい
市民と行政で検討しながら

維持すればよい

その他

資料：高山市の公共交通に関する意識調査

●公共交通がなくなると困りますか？
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資料：高山市の公共交通に関する意識調査
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●公共交通利用者と公共交通関連支出の推移

資料：高山市 他
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22,793 23,338 23,868 24,264 24,761

59,993 58,943 57,988 57,138 56,231

14,268 14,039 13,917 13,761 13,582

65歳以上
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●年齢区分別人口割合の推移

資料：人口動態統計調査（各年９月１日現在）
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